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神
道
文
化
会
公
開
講
演
会

日
本
書
紀
を
読
む
と
い
う
こ
と

國
學
院
大
學

渡
邉

卓

は
じ
め
に
―
『
日
本
書
紀
』
と
は

六
国
史
の
一
つ
。
奈
良
時
代
に
完
成
し
た
日
本
最
古
の
勅
撰
の
正
史
。
神
代
か
ら
持
統
天
皇
ま
で
の
朝
廷
に
伝
わ
っ

り
つ
こ
く
し

た
神
話
・
伝
説
・
記
録
な
ど
を
修
飾
の
多
い
漢
文
で
記
述
し
た
編
年
体
の
史
書
。3

0

巻
。7

2
0

年
（
養
老4

）
舎
人
親

と

ね

り

王
ら
の
撰
。
日
本
紀
。（
『
広
辞
苑
』）

▼
養
老
四
年(

七
二
〇)

五
月
癸
酉(
二
一
日)

『
続
日
本
紀
』

一
品
舍
人
親
王
奉
勅
修
日
本
紀
。
至
是
功
成
、
奏
上
紀
卅
巻
・
系
図
一
巻
。

一
品
舍
人
親
王
の
勅
を
奉
じ
て
日
本
紀
を
修
む
。
是
に
至
り
功
成
り
て
、
紀
三
十
巻
と
系
図
一
巻
を
奏
上
す
。

▼
天
武
天
皇
十
年
（
六
八
一
）
三
月
丙
戌
（
一
七
）『
日
本
書
紀
』

丙

戌
に
、
天
皇
、
大
極
殿
に

御

し
て
、
川
嶋
皇
子
・
忍
壁
皇
子
・
広

瀬

王
・
竹

田

王
・
桑

田

王
・

ひ
の
え
い
ぬ
の
ひ

お
ほ
あ
ん
ど
の

お
は
し
ま

か
は
し
ま
の
み
こ

お
さ
か
べ
の
み
こ

ひ
ろ
せ
の
お
ほ
き
み

た
け
だ
の
お
ほ
き
み

く
は
た
の
お
ほ
き
み

三

野

王
・
大
錦
下
上
毛
野
君
三
千
・
小
錦
中
忌

部

連

首

・
小
錦
下
阿

曇

連
稲
敷
・
難

波

連
大
形
・
大

山

上

み
の
の
お
ほ
き
み

だ
い
き
む
げ
か
み
つ
け
の
の
き
み
み

ち

ぢ

せ
う
き
む
ち
う
い
む
べ
の
む
ら
じ
お
び
と

せ
う
き
む
げ
あ
づ
み
の
む
ら
じ
い
な
し
き

な
に
は
の
む
ら
じ
お
ほ
か
た

だ
い
せ
ん
じ
や
う

中

臣

連
大
嶋
・
大
山
下
平
群
臣
子
首
に

詔

し
て
、
帝

紀
及
び
上
古
の
諸

事
を
記
し
定
め
し
め
た
ま

な
か
と
み
の
む
ら
じ
お
ほ
し
ま

だ
い
せ
ん
げ
へ
ぐ
り
の
お
み
こ

び

と

み
こ
と
の
り

す
め
ら
み
こ
と
の
ふ
み
お
よ

い
に
し
へ

も
ろ
も
ろ
の
こ
と

し
る

さ
だ

ふ
。
大
嶋
・
子
首
、

親

ら
筆
を
執
り
て
以
て
録
す
。

お
ほ
し
ま

こ

び

と

み
づ
か

ふ
で

と

も

し
る

一
、『
日
本
書
紀
』
の
享
受
史

▼
講
筵

・
平
安
時
代
に
宮
廷
の
公
的
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
講
究
の
集
会
。

養
老
五
年
（
七
二
一
）

弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
六
月
二
日
～
同
四
年
〈
『
日
本
後
紀
』〉

承
和
十
年
（
八
四
三
）
六
月
一
日
～
同
十
一
年
六
月
十
五
日
〈
『
続
日
本
後
紀
』〉

元
慶
二
年
（
八
七
八
）
二
月
二
十
五
日
～
同
五
年
六
月
二
十
九
日
〈
『
日
本
三
代
実
録
』〉

延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
八
月
二
十
一
日
～
同
六
年
十
月
二
十
二
日
〈
『
日
本
略
記
』〉

承
平
六
年
（
九
三
六
）
十
二
月
八
日
～
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
九
月
〈
『
日
本
略
記
』〉

康
保
二
年
（
九
六
五
）
八
月
～
終
講
は
不
明
〈
『
日
本
略
記
』〉

▼
「
日
本
書
紀
私
記
（
日
本
紀
私
記
）」

各
回
の
博
士
が
講
義
の
前
後
に
作
成
し
た
覚
書
と
み
ら
れ
、
単
に
『
書
紀
』
の
語
句
に
訓
注
を
施
し
た
も
の
と
、
記

事
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
を
逐
次
筆
録
し
た
も
の
と
が
あ
る
が
、
現
在
は
四
種
（
甲
・
乙
・
丙
・
丁
）
の
不
完

全
な
伝
本
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
甲
本
は
弘
仁
私
記
、
丁
本
は
承
平
私
記
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
は
年
代
が
不
明
。
ほ

か
に
『
釈
日
本
紀
』『
和
名
類
聚
抄
』
そ
の
他
に
多
く
の
逸
文
が
あ
る
。

▼
日
本
紀
竟
宴

朝
廷
に
お
い
て
『
日
本
書
紀
』
を
講
じ
た
後
に
催
さ
れ
た
宴
会
。「
竟
宴
」
は
終
わ
り
に
催
す
宴
会
の
意
。
そ
の
宴
で

『
日
本
書
紀
』
の
神
・
天
皇
・
人
に
つ
い
て
詠
ま
れ
た
和
歌
が
、
の
ち
に
成
書
化
さ
れ
て
た
も
の
を
『
日
本
紀
竟
宴

和
歌
』
と
い
う
。
熊
本
市
本
妙
寺
蔵
本
（
重
要
文
化
財
）
は
鎌
倉
時
代
の
書
写
の
巻
子
本
で
、
後
世
伝
本
の
祖
本
と

な
る
。
二
巻
。
上
巻
に
元
慶
六
年
（
八
八
二
）・
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
両
度
の
和
歌
、
下
巻
に
天
慶
六
年
（
九
四
三
）

度
の
和
歌
、
計
八
十
三
首
（
作
者
七
十
四
名
）
を
載
せ
る
。
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▼
『
和
名
類
聚
抄
（
倭
名
類
聚
鈔)

』

平
安
中
期
の
漢
和
辞
書
。
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
が
あ
る
。
源
順
編
。
承
平
四
年
（
九
三
四
）
頃
の
成
立
。
醍
醐
天

皇
皇
女
勤
子
内
親
王
の
令
旨
に
よ
っ
て
撰
進
さ
れ
た
。
天
地
・
人
倫
な
ど
部
門
別
に
漢
語
を
掲
出
、
出
典
・
音
注
・

証
義
を
示
し
、
和
名
を
万
葉
仮
名
で
記
す
。
和
漢
の
典
籍
か
ら
の
引
用
が
豊
富
。
百
科
事
典
と
し
て
の
機
能
も
果
た

し
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
大
き
い
。
和
名
抄
。

▼
『
釈
日
本
紀
』

鎌
倉
時
代
中
期
に
著
わ
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
。
卜
部
兼
方
（
懐
賢
）
著
。
二
十
八
巻
。
成
立
年
は
未
詳

で
あ
る
が
、
兼
方
の
父
兼
文
が
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
―
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
に
前
関
白
一
条
実
経
の
『
日

本
書
紀
』
神
代
巻
に
関
す
る
質
問
に
答
え
た
こ
と
が
文
中
に
み
え
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
転
写
の
奥
書
が
あ
る
の

で
、
そ
の
間
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
卜
部
氏
は
古
典
研
究
を
家
学
と
し
、『
日
本
書
紀
』
の
講

読
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
兼
方
は
、
平
安
時
代
初
期
以
来
『
日
本
書
紀
』
を
講
読
し
て
き
た
諸
博
士
の
説
と
、
卜
部
氏

の
家
学
を
集
大
成
し
て
本
書
を
著
わ
し
た
。
現
在
で
は
散
逸
し
た
古
典
が
数
多
く
注
釈
に
引
用
さ
れ
て
い
る
点
で
評
価

さ
れ
る
。
伝
存
し
な
い
『
日
本
紀
私
記
』
が
多
量
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
状

態
を
知
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

巻
一
「
開
題
」

解
説
に
相
当
。

巻
二
「
注
音
」

難
字
句
の
音
を
記
す
。

巻
三
「
乱
脱
」

分
注
な
ど
の
位
置
を
正
し
、
読
み
方
を
指
示
す
る
。

巻
四
「
帝
皇
系
図
」

国
常
立
尊
か
ら
巻
三
十
持
統
天
皇
ま
で
の
系
図
。

巻
五
～
十
五
「
述
義
」

難
語
句
の
意
味
を
諸
書
・
諸
説
を
引
い
て
述
べ
る
。

巻
十
六
～
廿
二
「
秘
訓
」

秘
伝
的
な
古
訓
を
記
す
。

巻
廿
三
～
廿
八
「
和
歌
」

歌
謡
を
排
列
し
、
適
宜
注
解
を
施
す
。

二
、「
日
本
紀
の
家
」

▼
『
太
平
記
』
巻
第
二
十
五

そ
の
後
、
平
野
社
神
主
、
神
祇
大
副
兼
員
を
呼
ん
で
宣
玉
ひ
け
る
は
、「
神
代
の
事
は
、
何
に
も
日
本
紀
の
家
に
存
知

の
ち

じ

ん

ぎ

た

い

ふ
か
ね
か
ず

の

た
ま

い
か

に

ほ

ん

ぎ

ぞ

ん

ち

す
べ
き
物
な
り
。

▼
卜
部
氏

・
卜
部
氏
に
は
平
野
家
と
吉
田
家
が
あ
る
。
卜
部
神
道
の
創
始
者
で
あ
る
兼
倶
は
吉
田
家
。

・
卜
部
氏
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
は
卜
部
本
系
と
称
さ
れ
る
。（
←
→
古
本
系
）

・
卜
部
本
系
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
兼
方
本
（
弘
安
本
）、
兼
夏
本
（
乾
元
本
）、
兼
右
本
が
あ
る
。

三
、
国
学
者
の
『
日
本
書
紀
』
訓
読

▼
荷
田
春
満
『
仮
名
日
本
紀
』

荷
田
春
満
『
日
本
書
紀
或
問
』

仮
名
日
本
紀
の
事

或
人
問
、
釈
日
本
紀
に
仮
名
日
本
紀
ハ
何
人
の
作
れ
る
や
と
い
ふ
問
有
、
今
の
世
に
も
仮
名
日
本
紀
と
い
ふ
物
有

や
、
先
生
ハ
見
給
へ
る
や
い
な
や
。

答
云
、
此
事
先
生
に
問
ひ
し
時
、
釈
日
本
紀
の
師
説
と
て
い
へ
る
天
慶
の
説
に
い
は
く
、
此
書
を
よ
ま
ん
た
め
に

私
に
所
注
出
な
り
。
作
者
い
ま
た
不
詳
と
あ
れ
ハ
、
釈
日
本
紀
の
比
ま
て
ハ
正
し
き
か
な
日
本
紀
と
い
ふ
物
有
た

る
な
る
へ
し
。
今
世
に
伝
ふ
る
所
の
仮
名
日
本
書
紀
三
十
巻
あ
れ
と
も
、
皆
か
な
ち
が
ひ
を
書
て
古
書
に
あ
ら
ず

と
の
た
ま
へ
り
。
も
し
正
し
き
古
書
の
仮
名
日
本
紀
あ
ら
ば
、
訓
読
の
た
す
け
是
に
す
ぎ
た
る
物
な
か
る
へ
し
。

お
し
い
か
な
、
い
ま
す
て
に
た
え
て
な
け
れ
ハ
訓
読
の
証
明
か
た
き
事
を
ほ
し
と
の
た
ま
へ
り
。
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▼
賀
茂
真
淵
『
日
本
紀
訓
考
』

賀
茂
真
淵
書
簡
（
明
和
六
年
正
月
廿
八
日
）
鈴
木
梁
満
宛

一
、
神
代
巻
の
訓
に
い
と
わ
ろ
き
事
多
し
、
こ
は
既
に
い
ふ
か
如
く
古
言
を
は
よ
く
し
ら
ぬ
人
の
訓
の
交
じ
り
し

故
也
、
所
々
の
訓
註
の
○

如
く
に
よ
む
へ
し
、
今
の
人
々
は
字
を
追
て
よ
め
ど
、
古
へ
は
訓
を
本
に
て
字
は
か
ら

〔
有
が
イ
〕

文
体
に
加
え
し
な
れ
は
、
古
言
を
得
、
古
文
を
得
て
後
、
文
字
の
奴
の
如
く
つ
か
ひ
て
、
或
は
字
を
捨
て
、
或
は

字
よ
り
も
多
く
、
或
は
言
を
少
く
な
ど
訓
こ
と
也
、
是
も
万
葉
等
を
得
て
後
は
み
つ
か
ら
知
給
ふ
へ
し
、
古
事
記

の
今
訓
い
と
わ
ろ
き
所
多
け
れ
は
、
年
月
に
な
ほ
し
た
る
本
有
、
是
は
か
の
信
幸
ま
た
土
万
呂
か
た
に
有
を
か
り

て
改
め
ら
れ
よ
、
そ
も
又
古
書
な
れ
は
塵
を
払
ふ
が
如
く
、
見
る
こ
と
に
わ
ろ
き
事
も
出
来
ぬ
れ
は
、
い
ま
た
必

と
は
い
ひ
か
た
か
れ
ど
、
凡
は
古
へ
に
か
な
ふ
へ
し
、
是
を
も
て
紀
を
も
よ
み
給
へ
、
紀
に
も
お
の
れ
か
訓
あ
れ

と
、
い
ま
だ
し
き
事
有
ら
ば
、
今
し
ば
し
、
過
ず
は
か
し
ま
い
り
か
た
し
、
此
訓
の
事
、
お
の
れ
四
十
年
は
か
り

の
願
い
に
て
改
め
ぬ
れ
と
、
猶
清
う
定
め
か
ぬ
め
り
、
文
字
も
誤
り
多
く
、
文
も
み
た
れ
て
、
前
後
せ
る
所
も
落

し
所
も
少
な
か
ら
ず
、
然
る
を
後
世
の
学
者
流
は
、
本
文
を
は
そ
ら
に
見
や
り
て
、
空
理
を
作
り
て
強
て
そ
の
所

々
に
加
ふ
る
故
、
よ
く
論
ふ
と
き
は
一
つ
と
し
て
古
へ
に
か
な
へ
る
は
な
し
、
多
は
儒
仏
の
意
也
、
い
か
で
か
わ

が
朝
の
人
代
の
古
へ
を
つ
く
さ
ず
し
て
、
神
代
を
伺
ふ
事
を
得
ん
や
、
よ
り
て
己
れ
は
四
十
年
願
へ
て
人
代
を
凡

に
つ
く
し
て
神
代
に
及
へ
り
、
こ
と
し
七
十
三
の
齢
に
て
身
お
と
ろ
へ
、
心
し
れ
行
ぬ
れ
は
、
今
は
せ
ん
す
べ
な

か
れ
ど
、
命
の
限
り
と
し
て
朝
夕
つ
と
め
侍
る
の
み
、

四
、
現
代
の
『
日
本
書
紀
』
訓
読

▼
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

昭
和
四
二
年
（
底
本
、
兼
方
本
・
兼
右
本
）

古

に
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ざ
り
し
と
き
、
渾
沌
れ
た
る
こ
と
鶏
子
の
如
く
し
て
、
溟
涬
に
し
て

牙

を
含

い
に
し
へ

あ
め
つ
ち
い
ま

わ
か

め

を

わ
か

ま

ろ

か

と
り
の
こ

ご
と

ほ

の

か

き
ざ
し

ふ
ふ

め
り
。
其
れ
清

陽
な
る
も
の
は
、
薄
靡
き
て
天
と
為
り
、
重

濁
れ
る
も
の
は
、
淹
滞
ゐ
て
地
と
為
る
に
及
び
て
、

そ

す
み
あ
き
ら
か

た

な

び

あ
め

な

お
も
く
に
ご

つ

つ

つ
ち

な

お
よ

精

妙
な
る
が
合
へ
る
は

摶

り
易
く
、
重

濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は

竭

り
難
し
。
故
、
天
先
づ
成
り
て
地
後
に

定

く
は
し
く
た
へ

あ

む
ら
が

や
す

お
も
く
に
ご

こ

か
た
ま

が
た

か
れ

ま

な

の
ち

さ
だ
ま

る
。

然

し
て
後
に
、
神
聖
、
其
の
中
に
生
れ
ま
す
。

し
か
う

か

み

な
か

あ

▼
朝
日
新
聞
社
『
日
本
古
典
全
書

日
本
書
紀
』
武
田
祐
吉

校

昭
和
二
三
年
（
底
本
、
彰
考
館
本
・
前
田
家
本
な
ど
）

古

天
地
の
い
ま
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
の
分
れ
ざ
り
し
時
、
渾
沌
れ
た
る
こ
と
鶏
の
子
の
如
く
、
溟
涬
り
て
牙
を
含

い
に
し
へ

わ
か

お
ん
や
う

ま

ろ

か

と
り

く

ぐ

も

き
ざ
し

ふ
ふ

め
り
き
。
そ
の
淸

陽
な
る
も
の
薄
靡
き
て
天
と
為
り
、
重
濁
れ
る
も
の
淹
滞
り
て
地
と
為
る
に
及
り
て
、
精
妙

す
み
あ
き
ら
か

た

な

び

な

に

ご

と
ど
こ
ほ

つ
ち

い
た

た

へ

な
る
が
合
ひ
摶
ぐ
は
易
く
、
重
濁
れ
る
が
凝
り
竭
る
は
難
け
れ
ば
、
天
ま
づ
成
り
て
地
後
に
定
ま
る
。
然
る
後
に

あ
ふ

に

ご

か
た
ま

つ
ち

し
か

神
聖
そ
の
中
に
生
れ
ま
し
き
。

か

み

う
ち

あ

『
日
本
古
典
全
書
』
解
説

日
本
書
紀
の
本
文
は
漢
文
体
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
如
何
や
う
に
読
む
べ
き
か
と
い
ふ
に
、
数
種
の
方
法
が

考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
、
一
、
普
通
の
漢
文
と
同
様
に
、
達
意
を
主
眼
と
し
て
読
む
べ
き
か
、
二
、
古

伝
本
等
に
附
せ
ら
れ
て
あ
る
訓
に
依
つ
て
読
む
べ
き
か
、
三
、
本
書
成
立
当
時
の
訓
法
を
求
め
、
こ
れ
に
依
つ
て

読
む
べ
き
か
等
の
方
針
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
の
、
古
伝
本
に
附
せ
ら
れ
て
あ
る
訓
に
依
つ
て
読
む
こ

と
は
、
実
際
に
世
上
に
行
は
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
平
安
時
代
乃
至
鎌
倉
時
代
の
語
法
及
び

語
彙
に
依
る
も
の
で
あ
つ
て
、
古
風
で
も
無
け
れ
ば
、
達
意
で
も
無
い
中
間
的
な
訓
で
あ
る
か
ら
、
採
用
し
難
い
。

古
写
本
等
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
訓
は
、
参
考
と
し
て
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
頼
つ
て
読
む
こ
と

は
無
意
義
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
第
一
の
達
意
に
依
る
べ
き
か
、
第
三
の
古
風
に
依
る
べ
き
か
と
い
ふ
に
、
こ
れ
は

両
立
す
る
の
で
あ
つ
て
、
読
む
時
の
目
的
に
依
つ
て
、
い
づ
れ
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
て
な
る
べ
く
純

粋
な
国
語
に
読
ま
う
と
す
る
に
当
つ
て
、
文
の
基
調
を
為
す
問
題
と
し
て
、
ま
づ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
時
の

表
示
如
何
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
大
部
分
は
、
過
去
の
事
実
を
記
述
し
て
居
り
、
こ
れ
に
僅
少
の
、
今
は
何
何
と

い
ふ
現
在
の
事
実
が
附
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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折
口
信
夫
の
訓
読

古

、
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ざ
る
と
き
、
渾
沌
た
る
こ
と
鶏
子
の
如
く
、
溟
涬
し
て
牙
を
含
め
り
。
其

い
に
し
へ

て

ん

ち
い
ま

わ
か

い
ん
や
う

け

い

し

め
い
け
い

が

の
清
陽
な
る
者
、
薄
靡
し
て
天
と
為
り
、
重

濁
な
る
者
、
淹
滞
し
て
地
と
為
る
に
及
ん
で
、
精
妙
の
合
搏
す
る
こ

せ
い
や
う

は

は

く

び

て
ん

な

ぢ
ゆ
う
だ
く

は

え
ん
た
い

ち

が
ふ
は
く

と
易
く
、
重
濁
の
凝

竭
す
る
こ
と
難
し
。
故
、
天
先
づ
成
り
て
地
後
に
定
り
、
然
る
後
に
神
聖
其
の
中
に
生
ず
。

ぎ
や
う
け
つ

か
れ

の
ち

し
か

う
ち

折
口
信
夫
・
西
角
井
正
慶
・
藤
井
貞
文
・
鈴
木
棠
三
・
波
多
郁
太
郎
・
藤
井
春
洋
・
高
崎
正
秀
「
神
功
皇
后
紀
輪
読
」

（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
十
六
巻
第
二
号
（
昭
和
十
五
年
二
月
））

折
口

此
か
ら
輪
読
の
題
目
に
し
ま
す
日
本
紀
の
本
文
の
訓
み
方
は
、
出
來
る
だ
け
漢
文
訓
み
で
行
つ
た
方
が
本

道
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
。
ぜ
ひ
と
も
國
文
脈
で
訓
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
場
處
は
、
ち
や
ん
と
本
文
自
身
に
そ
の
用
意

ヽ

ヽ

ヽ

が
し
て
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
な
る
べ
く
純
國
語
式
に
訓
む
と
い
ふ
風
に
し
て
。

『
折
口
信
夫
全
集
』
ノ
ー
ト
編
「
日
本
紀
」

た
だ
い
ま
の
で
は
、
ど
こ
ま
で
養
老
の
も
の
を
伝
え
て
い
る
か
わ
か
ら
ぬ
。
平
安
朝
ど
こ
ろ
か
、
奈
良
朝
ば
な
れ

し
た
訓
み
方
も
あ
る
ゆ
え
、
独
立
し
て
い
る
単
語
の
訓
み
方
は
、
時
代
的
だ
が
、
句
、
文
の
訓
み
方
の
う
え
に
、

日
本
的
の
も
の
を
み
る
の
は
、
無
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
動
脈
硬
化
と
な
っ
て
お
り
、
漢
字
は
、
熟
語
の
も
の
ほ
ど

多
い
。
日
本
語
は
、
漢
語
と
妥
協
し
て
訓
め
ぬ
。
直
訳
の
訓
み
方
に
も
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
し
、
純
粋
な
日
本
の
訓

み
方
で
い
う
と
、
不
自
然
な
も
の
に
な
る
。

お
わ
り
に
―
辞
典
に
見
る
『
日
本
書
紀
』

▼
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

あ
か
‐
つ
き
【
暁
】〔
名
〕（
「
あ
か
と
き
」
の
変
化
し
た
語
）

(1
)

夜
半
過
ぎ
か
ら
夜
明
け
近
く
の
ま
だ
暗
い
こ
ろ
ま
で
。
未
明
。
ま
た
、
夜
明
け
に
近
い
時
分
。
現
在
で
は
、
明

け
方
の
や
や
明
る
く
な
っ
た
時
分
を
い
う
。

＊
日
本
書
紀
〔
７
２
０
〕
仁
徳
三
八
年
七
月
（
前
田
本
訓
）「
時
に
二
の
鹿
、
傍
に
臥
せ
り
。
鶏
鳴
（
ア
カ
ツ
キ
）

に
及
ば
む
と
し
て
牡
鹿
（
し
か
）
牝
鹿
（
め
か
）
に
謂
ひ
て
曰
く
」

あ
し
き

奴
（
や
つ
こ
）

謀
反
を
起
こ
し
て
残
虐
な
行
為
を
す
る
悪
人
。

＊
日
本
書
紀
〔
７
２
０
〕
景
行
一
二
年
九
月
（
寛
文
版
訓
）「
唯
、
残
賊
者
（
ア
シ
キ
ヤ
ツ
コ
）
有
（
は
べ
）
り
」

し
み
の
も
の

(1
)

「
し
み
（
染
）
の
き
ぬ
」
に
同
じ
。

＊
日
本
書
紀
〔
７
２
０
〕
持
統
二
年
二
月
（
北
野
本
訓
）「
新
羅
の
調
賦
、
金
・
銀
・
絹
布
（
か
と
り
）
〈
略
〉
并

て
別
に
献
る
所
の
仏
の
像
・
種
種
の
彩
絹
（
シ
ミ
ノ
モ
ノ
）・
鳥
・
馬
の
類
、
十
余
種
」

(2
)

古
代
の
絵
の
具
。
丹
（
た
ん
）
な
ど
の
高
価
な
塗
料
。

＊
日
本
書
紀
〔
７
２
０
〕
推
古
一
八
年
三
月
（
岩
崎
本
平
安
中
期
訓
）「
曇
徴
は
五
経
を
知
れ
り
。
且
能
く
彩
色
（
シ

ミ
ノ
モ
ノ
）
及
び
紙
墨
を
作
り
、
并
て
碾
磑
（
み
つ
う
す
）
造
る
」

＊
日
本
書
紀
〔
７
２
０
〕
持
統
二
年
二
月
（
寛
文
版
訓
）「
霜
林
が
献
れ
る
金
・
銀
・
彩
色
（
シ
ミ
ノ
モ
ノ
）・
種

々
の
珍
異
し
き
物
」


